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1. 代表取締役会長兼社長挨拶



代表取締役会長兼社長挨拶①
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・ 「光陰矢の如し」 社長に復帰し早2年が経過しました

・ 復帰直後は倒産寸前といっても過言ではありませんでした

・ 2年間「原点回帰」を掲げ一心不乱に取り組んできました

主な取り組み

● 自社物件売却による手元資金の拡充
● 原理原則に則ったメニューの変更
● 不採算店舗の閉店と売却
● エリアMgr制度の再構築
● 復職者採用の強化・店長会議の復活
● 新メニューの開発・・・・・・等々

結果
・2024年3月期営業利益 33百万円（復帰1年目）
・2025年3月期営業利益1,063百万円（連結換算）

私を信じてついてきてくれた社員には感謝しかありません



代表取締役会長兼社長挨拶②
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2025年3月期その他結果

● 既存店前年比 売上114.2％・客数111.8％

● 全店前年比 売上104.0％・客数103.2％
※2023年4月店舗数410店→2025年3月346店（▲64店）
※閉店店舗分の売上・客数を既存店がまかなってくれました

● 賞与全職位満額支給・インセンティブ制度の開始

● 今期から一般社員～エリアMgr・課長職まで賃金改定
※最大エリアMgr月額45千円（年額540千円）増額

● 賞与最高評価者（半期）課長職100万円・次長職130万円

・ 最も大切であったことは「人」であったと思います
→ 社長に復帰し40名を超えるエリアMgr・店長・社員が復職

・ 月1回の店長会議も復活させコミュニケーションを取り続けた

組織を支えるのは「人」であると思った2年間でした



代表取締役会長兼社長挨拶③
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● 2026年3月期営業戦略

1. 既存店のリニューアル

● 昨年10月福島県のいわき泉店のリニューアルからスタート

● 現在5店舗の既存店のリニューアルを実施

● 幸楽苑をイメージしやすい黒と黄色の配色に外装を変更

● シートやトイレの入替え・店内外を明るくし居心地よく変更

● 改修費用1店舗平均2千万円

● 調理機器や機器の配置を変更しオペレーションの効率化

いずれの店舗も売上前年比で15％～40％の伸長



代表取締役会長兼社長挨拶④
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● 2026年3月期営業戦略

2. スポットメニュー・シーゾナルメニューの毎月導入

● 郡山と小田原の自社工場生産で品質と低価格を維持

● 生産供給体制拡充のため工場設備更新

工場設備も更新して生産体制も強化

3. 段階的に24時までの営業時間延長

● 既存店前年比は、ランチよりディナー時間帯の伸びが強い

● 人員体制が整備できた店舗から順次切り替え



代表取締役会長兼社長挨拶⑤
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● 2026年3月期営業戦略

4. エリアMgr制度の更なる強化

● 復帰直後は420店舗を4名のエリアMgrで管理

● この2年間でエリアMgrを20名に増員・1人16店舗前後を管理

● 1名あたり10店舗管理とし更に細かい指導管理体制にします

お客様に満足いただけるよう取り組んで参ります

5. デジタルマーケティング推進

● 2024年3月期の12月から紙媒体の販促チラシを中止

● 公式アプリ・公式SNSのデジタル販促で高い効果

・ 2026年3月期の最大の対策は既存店リニューアル
⇒「居心地の良い店」「入りやすい店」「ご家族で楽しめる店」

「楽しく食事ができる店」を追求します



2. 決算ハイライト



決算ハイライト①
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・ 2025年3月期は、人流回復や賃上げ、インバウンド需要増加等で
外食需要は回復傾向が継続しましたが、原材料費、物流費、
光熱費、人件費等の上昇により厳しい経営環境が続きました

・ このような中、以下の取り組みを行いました

1. 完全子会社の吸収合併（略式合併）及び社名変更

● 事業施策の迅速な実行等を目的に、2024年10月1日を以って
完全子会社である株式会社幸楽苑を吸収合併いたしました

● また、これに伴い社名を株式会社幸楽苑ホールディングスから
株式会社幸楽苑に変更いたしました

2. 公募増資の実施

● 経営基盤及び事業体制の強化を目的に、公募増資及び、
第三者割当増資を行い、総額3,319百万円を調達しました



決算ハイライト②
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4. 外食の原点である魅力ある商品作り

● 温暖化による夏季の長期化を意識し、4月から「冷し中華」
「冷し担担麺」、5月に「冷麺」等の夏季商品を
販売いたしました

● また、年間を通じてお楽しみいただけるよう「メガたんめん」
などの「メガ」シリーズや、エビの香りと濃厚な旨みが特徴の
「エビ味噌らーめん」、そしてワンコインの500円でお楽しみ
いただける「郡山ブラック」など、多くの期間限定商品を
販売いたしました

3. 店舗QSCの向上

● エリアMgr体制の強化及び、本社からも店舗に赴き清掃を
実施いたしました



決算ハイライト③
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・ 以上の結果、当事業年度の業績は、売上高18,843百万円、
営業利益443百万円、経常利益413百万円、
当期純利益799百万円となりました

【参考】※連結したと仮定した場合の業績

2024年3月期 2025年3月期
前期比

前期差異

売上高 26,800 27,775 3.6%

営業利益 33 1,063 ＋1,030

経常利益 ▲106 1,020 ＋1,126
親会社株主に帰属する

当期純利益 94 807 ＋713

（単位：百万円）

業績を大幅に改善することが出来ました



決算ハイライト④
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・ 2026年3月期は、既存店舗のリニューアル、毎月のスポット商品
の販売、郊外店の24時までの営業時間延長、店長会議開催による
店長教育の継続などを進めていく方針です

・ これらを実行することで、通期営業利益1,100百万円を
達成できるよう取り組んで参ります



3. 2025年3月期決算概要
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損益計算書（連結）

2024年3月期 2025年3月期 前期比
前期差異金 額 売上高比 金 額 売上高比

売上高 26,800 100.0% 27,775 100.0% ＋975

売上原価 7,837 29.2% 8,288 29.8% ＋451

売上総利益 18,963 70.8% 19,487 70.2% ＋524

販売一般管理費 18,930 70.6% 18,424 66.3% ▲506

営業利益 33 0.1％ 1,063 3.8％ ＋1,030

経常利益 ▲106 ― 1,020 3.6％ ＋1,126

親会社株主に帰属する

当期純利益 94 0.3％ 807 2.9％ ＋713

（単位：百万円、百万円未満切捨）

【参考】※連結したと仮定した場合の損益計算書
● 継続的な期間限定メニュー投入、QSCの改善等より売上高が増加

⇒売上高277億円（前期比+3.6％）・売上総利益194億円（前期比+2.7％）
● 売上総利益前期比5.2億円増加、販管費前期比5億円削減で営業利益改善

⇒営業利益10.6億円 （前期比10.3億円改善）

売上増・経費削減により大幅な業績改善が出来ました



2025年3月期客数実績①
※既存店売上・客数前年比推移（直近2ヵ年）
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2023年11月以降18か月連続で既存店前年比プラス
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コロナ直後の客数回復は他社より遅れましたが改善傾向
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コスト削減の状況（連結）

2024年3月期 2025年3月期
前期比

前期差異

人 件 費 9,369 9,660 291

経 費 9,561 8,763 ▲798

賃 借 料 2,774 2,426 ▲348

支払手数料 1,312 989 ▲323

販売促進費 225 135 ▲90

運 搬 費 631 647 16

（単位：百万円、百万円未満切捨）

【参考】※連結したと仮定した場合のコスト削減状況
● 人件費 賞与満額支給により増加（前期比＋2.9億円 +3.1％）
● 経 費 不採算店舗閉店に伴う賃借料の減少及び販促費を中心に見直し

（前期比▲7.9億円 ▲8.3％）

販売一般管理費合計では前年より5億円削減しました
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貸借対照表（連結）

資産の部

2024年
3月末

2025年
3月末

前期比
前期差異

流動資産 3,337 6,018 2,681

固定資産 7,129 6,476 ▲653

有形固定資産 5,344 4,728 ▲616

無形固定資産 120 104 ▲16

投資その他の資産 1,664 1,644 ▲20

資産合計 10,467 12,494 2,027

負債・純資産の部

2024年
3月末

2025年
3月末

前期比
前期差異

流動負債 6,078 4,949 ▲1,129

固定負債 2,685 1,553 ▲1,132

負債合計 8,763 6,502 ▲2,261

純資産 1,703 5,992 4,289

負債･純資産
合計

10,467 12,494 2,027

【参考】※2024年3月末は連結貸借対照表
● 流動資産は、公募増資・第三者割当増資などにより現預金が増加
● 負債合計は、長期借入金の返済等により減少
● 純資産は、公募増資・第三者割当増資、当期純利益等により増加

⇒自己資本比率 47.8％（前期比31.6％改善） （単位：百万円、百万円未満切捨）

純資産が増加し自己資本比率を大幅に改善しました
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幸楽苑の業績内容（非連結）
● 幸楽苑の非連結業績は次の通りとなりました
● 2025年3月期第3四半期より非連結での業績開示をしており、

前年実績とは基準が異なるため比較を行っておりません
（単位：百万円、百万円未満切捨）

個別業績 2025年3月期

売上高 18,843

売上原価 8,326

売上総利益 10,517

販売一般管理費 10,073

営業利益 443

経常利益 413

当期純利益 799



4. 2026年3月期業績予想



今後の方針
前提

● 国内経済は継続的な賃金上昇やインバウンド消費の拡大等により、今後も
内需を中心に底堅い成長が期待されますが、継続する物価高と米国政府に
よる自国第一主義の通商政策で国内経済が停滞する可能性も予想されます

● 当社は継続して「食の安全安心」を第一に、店舗リニューアルや新商品の
開発を通して企業価値の向上を図ってまいります

見通し

● 20店舗程度のリニューアルを行い、お客様に快適な食事環境を提供します
● 郡山工場を中心に生産設備の更新を行い、生産能力の拡大を図ります
● エリアMgr体制の強化と、店長教育内容の更なる充実を図り

QSC（品質、サービス、清潔さ）の向上を図ります
● 継続的な期間限定商品・季節限定商品販売を行います
● ロードサイド店舗を段階的に24時までの営業時間に延長します
● 公式アプリ・公式SNSを用いたデジタルマーケティングを強化します

以上により、お客様にご満足いただいけるよう取組みます
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2026年3月期の数値目標

● 2026年3月期は売上高280億円、営業利益11億円、
経常利益11億円、当期純利益8億円を計画いたします

（単位：百万円、百万円未満切捨）

2026年3月期は営業利益11億円を目標に取組みます
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2025年3月期 2026年3月期
前期比

前期差異

売上高 27,775 28,000 ＋225

営業利益 1,063 1,100 ＋37

経常利益 1,020 1,100 ＋80

当期純利益 807 800 ▲7

※2024年10月１日付にて当社の完全子会社であった株式会社幸楽苑を吸収合併（略式合併）したことにより 連結子会社が存在しなくなり、
非連結決算会社となっております

※2025年3月期は従前の通り連結したと仮定した場合の連結経営成績
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配当及び資本政策について

● 尚、2025年5月12日開催の取締役会にて、「資本準備金
及び利益準備金の額の減少並びにその他の剰余金の処分」
について、2025年6月19日に開催予定の第55期定時株主総会
に付議することを決議いたしました

財務体質の健全化と株主還元の実現を目指します

● 資本準備金及び利益準備金を繰越利益剰余金に振り替えること
で欠損金解消を行い、財務体質の健全化を図るともに、
今後の資本政策の柔軟性と機動性を確保する予定です

● 当社は、安定配当を重要政策のひとつと考えております
赤字経営からは脱却したものの、現在の変動著しい経済環境を
勘案し、誠に遺憾ではありますが無配とさせていただきます

安定した利益を確保し、早期復配を目指します



5. 中期経営計画



中期経営計画①

伝統と革新の融合・定番と限定商品で新たな価値創造へ

25

1．商品戦略

グランドメニュー
定番商品

毎日でも食べることができる

飽きない商品

安心感

期間限定商品

季節感やインパクトを

加えた商品

（月１商品販売）

販促・デジタル
マーケティング

新商品・限定商品・販促

効果的に訴求

ディナー限定商品

らーめん以外の商品を

お楽しみいただき

利用価値向上



中期経営計画②

マーチャンダイジングシステムにより安定した品質を維持
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1．商品戦略

定番商品のブラッシュアップ

● 中華麺専用小麦粉のブラッシュアップ
・食味・風味を上げるためのメーカーとの専用粉共同開発
・高密度多加水熟成麺のモチモチした食感と風味を感じる麺へ
・専用小麦「天壇」・独自の製法・伸びにくい麺

● ２つの自社工場（郡山・小田原）の安定稼働
・全国どの店舗でも同じ味・同じ食感を実現
・創業以来の伝統的な幸楽苑の味を安定的に供給

● 店舗における調理工程・機器・技術の見直し
・お客様に提供するまでの調理過程を分析・研究
・経営理念の実現に向けて常に改善・改良を継続
・独自の調理機器（調理ロボット）や独自の調理技術を全ての店員が共有



中期経営計画③

活動強化により人員の確保を行います
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2．人財戦略

採用活動

● 新卒採用再開

● 採用説明会の開催によるパート・アルバイト社員登用の実行

● アルムナイ採用（退職した社員の再雇用）の積極導入
⇒ 即戦力の確保と店舗営業力強化

採用計画 50 60 30 40

新卒採用 － 5 10 10

キャリア採用・社内登用 50 55 20 30

2025年3月期実績 2026年3月期計画 2027年3月期計画 2028年3月期計画

社員数合計 543 573 598 628

店舗 420 440 465 480

工場 60 65 65 70

本社 63 68 68 78



中期経営計画④

定着率の安定化を図ることでブランドイメージを向上
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賃金水準の改善

業績回復に伴い2025年3月期より賞与水準をコロナ拡大前に戻し100％支給

更に昨今の物価高・従業員のモチベーション向上を鑑み賃金改定

● 社員の給与体系改定
・賃金改定（一般～エリアMgr・課長）を2025年4月から実施
・業績連動賞与の導入（評価・賞与の見える化）と各種インセンティブ制度の再開
・各種人事制度の見直し（各種手当見直し・福利厚生の拡充など）

● パート・アルバイトの賃金水準改定
・パート店長制度の廃止と正社員登用の推進
・時給を年8～10％ベースアップ
・習得作業ごとに手当を付与するタイトルアップ制度の再開・改定

2．人財戦略



中期経営計画⑤

今後年間20店舗程度を順次リニューアルする予定
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店舗改装計画

● 店舗外壁は幸楽苑をイメージできる黒と黄色を使用

● 看板に会津発祥を記載して地域色をブランド化

● 外壁に商品札を掲示し主力商品を明文化・・等

3．投資戦略

・ 現在・合計5店舗のリニューアル実施
今後、順次実施予定

・ 増資による資金調達のうち10.6億円を充当
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中期経営計画⑥

1店舗1店舗を大事にしながら地域に密着した出店を計画
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3．投資戦略

新規出店計画

● 幸楽苑ブランドの認知度拡大

・成功率を最優先に出店
・地域の雇用創出と「創業以来の幸楽苑の味」を提供

● 出店戦略

・2018年3月期以降新規出店を控えてきたが2029年3月期までに23店舗出店
・ドミナント戦略で既存商圏を主に出店し、経営効率化・地域への浸透力を追求

2025/3
（実績）

2026/3
（計画)

2027/3
（計画）

2028/3
（計画）

2029/3
（想定）

合計

新規オープン 2（FCの直営化） ０ ３ １０ １０ ２３

既存店クローズ 26 １ １ １ ０ ３

増減 ▲24 ▲１ ＋２ ＋９ ＋１０ ＋2０



中期経営計画⑦

今後の事業規模拡大・将来の飛躍に向けた準備
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3．投資戦略

郡山工場・小田原工場・本社の設備投資

● 郡山工場

・生産能力20％増強・設備維持・気候変動（水害）対策・物流機能維持など
・合計829百万円

● 小田原工場

・生産設備維持・SDGs促進など
・合計214百万円

● 本社

・店舗支援システム・本社ネットワーク環境更新など
・合計300百万円



中期経営計画⑧

3年後の目標を達成できるよう中期経営計画を実行します

32

4．2028年３月期最終目標

⚫ 売上高

⚫ 営業利益

⚫ 経常利益

⚫ 当期純利益

300億円

15億円

15億円

12億円



中期経営計画⑨

期別の計画は上記の通りとなります

33

5．３か年計画
科目 2025/3（実績） 2026/3（計画） 2027/3（計画） 2028/3（計画）

売上高 27,775 28,000 29,000 30,000

売上総利益
（同率）

19,487
（70.2％)

19,400
(69.3%)

20,000
(69.0%)

20,600
(68.7%)

販売管理費
(人件費)

18,424
(9,660)

18,300
(9,800)

18,700
(10,000)

19,100
(10,100)

営業利益 1,063 1,100 1,300 1,500

経常利益 1,020 1,100 1,300 1,500

親会社株主に帰属
する当期純利益 807 800 1,000 1,200

総店舗数
（FC数）

364
(18)

363
(18)

365
(18)

374
(18)

※2024年10月１日付にて当社の完全子会社であった株式会社幸楽苑を吸収合併（略式合併）したことにより連結子会社が存在しなくなり、
非連結決算会社となっております

※2025年3月期は従前の通り連結したと仮定した場合の連結経営成績



6. 参考資料
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直営店月次売上高推移（前期比）

既存店売上高実績 114.2％

全店売上高実績 104.0％
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36

直営店月次客数推移（前期比）

既存店客数実績 111.8％

全店客数実績 103.2％
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37

直営店月次客単価推移（前期比）

既存店客単価実績 102.2％

全店客単価実績 100.8％
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直営既存店月次推移（前期比・12ヶ月移動平均）
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四半期業績推移（連結と仮定した場合）

2023年３月期 2024年3月期 2025年3月期



店舗のタイプ 2022年3月末 2023年3月末 2024年3月末 2025年3月末

幸楽苑（国内） 393 383 359 344

焼肉ライク 12 12 8 1

焼肉食堂まんぷく - - 1 -

からやま 7 7 - -

赤から 5 5 - -

幸楽苑の家系らーめん
トラック野郎 since2021

2 2 - -

餃子の味よし 1 4 1 1

餃子食堂 2 - - -

VANSAN 1 1 - -

直営店 計 423 414 369 346

幸楽苑 FC店(国内） 12 12 13 11

幸楽苑 FC店(海外） 5 5 7 7

FC店 計 17 17 20 18

合計 440 431 389 364

40

営業店の推移



≪国内都道府県別店舗数≫2025年3月末現在（2024年3月末比増減）

国内：17都県 346店舗

東 北

132店舗

関 東

177店舗
東 海

9店舗

北陸甲信越

28店舗

41

当社の直営店舗出店状況

青森県 9店舗 - 埼玉県 31店舗 △4

岩手県 9店舗 - 千葉県 30店舗 △8

宮城県 39店舗 △2 東京都 22店舗 △4

秋田県 14店舗 - 神奈川県 28店舗 △5

山形県 14店舗 - 新潟県 15店舗 △1

福島県 47店舗 ＋1 山梨県 6店舗 -

茨城県 36店舗 - 長野県 7店舗 -

栃木県 20店舗 - 静岡県 9店舗 -

群馬県 10店舗 -



本資料には、当社に関連する見通し、将来に関する計画、経営目標などが記載されています。
これらの将来の見通しに関する記述は、将来の事象や動向に関する現時点での仮定に基づくものであり、当該仮定が
必ずしも正確であるという保証はありません。
今後、様々な要因により、実際の業績が本資料の記載と著しく異なる可能性があります。
本資料は、投資勧誘を目的にしたものではありません。投資に関するご決定は、ご自身の判断にてお願いいたします。



2025年5月22日(木)

2025年3月期 決算説明会

株式会社 幸楽苑
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